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12
月
の
主
な
行
事
予
定 

 
12
月
7
日(

月)

グ
ル
ー
プ
連
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
（
芳
賀
公
民
館
） 

 
12
月
28
日(

月)

芳
賀
公
民
館
仕
事
納
め 

 

 

-20- 

大
峯
神
社
と
太
々
神
楽 

嶺
町
の
大
峯
神
社
は
か
つ

て
諏
訪
神
社
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
明
治
39 

年
の
神
社
合
祀
政
策
に
よ
る

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
明
治
40

年
４
月
に
は
諏
訪
神
社
と
請

地
の
八
幡
宮
、
天
沼
の
大
山

祇
（
お
お
や
ま
ず
み
）
神
社
、

公
田
の
若
宮
八
幡
宮
が
合
祀

さ
れ
、
現
在
の
大
峯
神
社
に

改
称
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
地

に
あ
っ
た
諏
訪
神
社
の
歴
史

は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
石
造
り
の
鳥
居
に
は
明

和
９
年
４
月
に
奉
納
さ
れ
た

と
記
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く

と
も
１
７
７
２
年
ご
ろ
に
は

祀
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

現
在
の
大
峯
神
社
の
本
殿
は

昭
和
８
年
に
改
築
さ
れ
ま
し

た
が
、
元
々
あ
っ
た
諏
訪
神

社
を
包
み
込
む
よ
う
に
建
て

ら
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
大
峯
神
社
の
本
殿
内

に
あ
る
諏
訪
神
社
は
美
し
い 

 

木
彫
で
装
飾
さ
れ
た
小
さ
な

お
社
で
、
江
戸
時
代
の
木
札

や
銅
鏡
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま

す
。
大
峯
神
社
は
嶺
町
の
鎮

守
様
と
し
て
現
在
で
も
大
切

に
祀
ら
れ
て
お
り
、
１
月
の

元
始
祭
、
５
月
の
八
十
八
夜

祭
、
７
月
の
夏
の
祭
典
、
10 

月
の
秋
の
祭
典
、
12
月
の
大

祓
い
の
祭
事
が
行
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
元
旦
に
は
暗

い
中
、
初
詣
の
人
で
賑
わ
い

ま
す
。 

 

大
峯
神
社
本
殿
の
前
に
は

神
楽
殿
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

神
楽
殿
は
入
母
屋
造
り
の
美

し
い
建
物
で
、
平
成
９
年
に

地
元
大
工
の
須
田
誠
氏
に
よ

っ
て
改
築
さ
れ
ま
し
た
。
神

楽
殿
で
は
地
域
の
安
泰
と
、

養
蚕
や
五
穀
豊
穣
を
願
っ
て 

太
々
神
楽
が
奉
納
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
大
峯
神
社
の
太
々

神
楽
の
歴
史
は
古
く
、
明
治

16
年
に
西
多
摩
郡
の
御
嶽 

   

神
社
か
ら
正
式
に
許
可
さ
れ

た
と
の
記
録
が
あ
り
ま
す

が
、
実
際
に
は
江
戸
時
代
か

ら
奉
納
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

す
。
特
に
明
治
36
年
に
は
伊

勢
神
宮
で
神
楽
を
奉
納
し
た

と
の
記
録
が
残
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
時
、
伊
勢
神
宮
の
大

舞
台
で
太
々
神
楽
を
奉
納
し

た
方
々
の
興
奮
が
想
像
で
き

ま
す
。 

 

神
楽
の
舞
は
当
初

12

座

が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
時
代
の
変
遷
に
逆
ら
う 

こ
と
が
で
き
ず
、
昭
和
30
年

ご
ろ
か
ら
長
期
間
、
後
継
者

不
足
な
ど
に
よ
り
途
絶
え
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
休

止
期
間
中
も
舞
に
使
用
す
る 

お
面
や
衣
装
は
大
切
に
保
存 

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、 

伝
統
あ
る
太
々
神
楽
を
絶
や 

 

し
た
く
な
い
と
の
思
い
が
強

く
な
り
、
昭
和
53
年
頃
に

太
々
神
楽
保
存
会
に
よ
っ
て

舞
が
復
活
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
時
、
舞
を
伝

承
で
き
る
方
が
少
な
く
な
る

な
ど
し
、
12
座
の
内
４
座
の

舞
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
天
狗
の
舞
、
四

神
、
鈿
女
、
岩
戸
開
き
、
鯛

釣
り
、
小
屋
根
、
鍛
冶
屋
、 

火
の
神
の
８
座
の
舞
が
復
活

で
き
ま
し
た
。
復
活
後
は
毎

年
八
十
八
夜
祭
に
太
々
神
楽 

が
奉
納
さ
れ
、
嶺
小
学
校
児

童
も
参
加
し
て
に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成 

お
お
み
ね
じ
ん
じ
ゃ
と
だ
い
だ
い
か
ぐ
ら 

 

27
年
３
月
に
嶺
小
学
校
が
廃

校
に
な
り
、
平
日
の
児
童
の
参

加
が
難
し
く
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
平
成
30
年
か
ら
は
太
々

神
楽
を
児
童
が
参
加
で
き
る

４
月
の
第
二
日
曜
日
に
開
催

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
な
ど

で
再
び
困
難
な
時
代
に
な
り

ま
し
た
が
、
伝
統
あ
る
大
峯
神

社
の
太
々
神
楽
が
存
続
す
る

こ
と
を
願
い
た
い
と
思
い
ま

す
。 

生
涯
学
習
奨
励
員 

 
 
 
 
 
 

井
上 

金
治 

          

 

生
涯
学
習
奨
励
員 

 
 
 
 
 
 

井
上 

金
治 

   

大峯神社と神楽殿 

位置図 

 

大峯神社 

渋川大胡線 

嶺町信号 

 嶺町公民館 

至嶺公園 

 

ひょっとこの舞 

 


